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スマート林業EZOモデル構築協議会
2026年2月19日
スマート林業EZOモデル構築協議会活動報告会

ICTハーベスタ及びSCMシステムを
活用した生産・流通の取組

＜生産・流通管理＞
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生産・流通の実証概要

【素材生産】 【木材流通】
概要

○経営の効率性・採算性の向上

・ICTハーベスタの機能活用

（精度検証、活用ルール設定）

・運搬の効率化

○需給マッチングの円滑化

・データ共有による円滑なICT生産

管理システム（SCMシステム）

ICTハーベスタで得た丸太生産情報をクラウドに集積し、利用

⇒データによる商取引の実施

生産・流通管理
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ICTハーベスタ パンフレット（R7作成）

ICTハーベスタ及びSCMシステムに関する普及資料の作成

生産・流通管理



「StanForD2010」に準拠

※北欧で作成された「生産を管理する者と現場の林業機械との間で
やり取りする情報の記述形式」を定めたスタンダード

（Standard for Forest machine Data communication）
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⑤ 生産情報のデジタルデータ管理
（計測した径級・長さなど取得）

② リミテーション （生産数量の制限・管理）

【計測精度管理】

【造材報告】【造材指示（１）】

デジタルデータによる情報共有

生産管理の効率性向上

① キャリブレーション
（電子ｷｬﾘﾊﾟｰによる機械校正）

（各機能活用の前提条件）

合意形成に向けた計測精度の確保

④ カラーマーキング
(木口にｽﾌﾟﾚｰで色づけ)

【カラーマーキング】

情報伝達による効率性の向上・
コスト削減

ICTハーベスタの主な５つの機能

・人力検知の省略
・資源情報と組み合わせた出材予測
・リードタイムの短縮 等

③ バリューバッキング
（細り予測に基づく採材提案）

【造材指示（２）】

収益性の向上

①②③⑤

④

生産・流通管理
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SCMシステム(クラウドを活用したｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ)の
概要イメージ

<効果>

リードタイムの短縮 出材予測によるムダの少ない木材生産 効率的な運材

手入力等の事務負担軽減 デジタル情報の共有

掽毎のQRコード生成

【伐採者（生産者）】

QRコード読み込み 原木受入・伝票作成

＜A工場＞

キャビン内から
造材報告データ
アップロード

【現場管理者】

A工場行き
１～３等級
材長：3.65m
太さ：20～22ｃｍ
材積：４０m3

【運材者】 【需要者（工場）】

デジタル
データで受入

●ICTハーベスタの造材報告データを活用して、クラウド上で生産情報や現場の進捗等が見えるシステム

●複数現場の情報の一括管理やリアルタイム共有が可能

●閲覧できる情報にアクセス権限の設定が可能（１対１・１対多などの多様な取引形態に対応）

自
動
抽
出
・集
計

ク
ラ
ウ
ド
上
で

SCMシステム（各工程でデータ連携）

【管理者】

生産・流通管理
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SCMシステムの表示イメージ（生産情報の見える化）

（集計結果の表示例） ※生産者・施行地ごとに、搬出先 ・ 樹種 ・ 材長 ・ 径級 ・ 本数 ・ 材積を表示

●●森林組合 0011-0022

A工場

B工場

●●林業

生産情報の数値化 電子伝票の出力

生産・流通管理

16～26cm

28～36cm

トドマツ 365cm

林小班
0011-
0022
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これまでの実証成果（精度・効果：R2～）

精度・効果 確認できたこと

計測精度
（R2～R4実証）

○径級精度（人力検知との比較）
ICTハーベスタデータ １０３％

社会実装に十分耐え得る
精度

作業システム
（R2～R4実証）

○人力検知の省略（デジタルデータの活用）
▲８８円/m3

○カラーマーキングの活用（CTL）
▲８３円/m3

○バリューバッキングの活用
＋４９４円/m3

ICT機能の活用による
コスト削減・収益性向上

SCM流通
（R5～R7実証）

○情報のデジタル化
・資源情報と生産情報を組み合わせた出材予測
（売先の確保・燃料材から一般材へ ＋３０８円/m3）
（間伐事業における発注数量確定等の効率化）
・リードタイムの短縮（歩留まり向上、現場管理作業の軽減）
キャッシュフローの改善
等級落ち回避 ＋２５円/m3
除雪作業の軽減 ▲２６円/m3
納品期間 約１ヶ月短縮

・運材におけるトラック待機時間の短縮

デジタルデータによる
原木取引の実現

ICTハーベスタ・SCMの活用による、原木生産・流通工程の省力化・コスト削減効果を実証

※詳細についてはこれまでの取組成果を参照ください⇒

北海道
スマート林業の

推進HP

生産・流通管理
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計測精度（過去の実証結果）

＜径級の精度＞

【樹皮補正有り】
－11mm

HVデータの精度（%）

平均 最大 最小

人力
（皮なし・最小径mm）

103.0 189.2 58.0

人力
（皮有り・平均mm）

95.5 163.7 53.7

２cm括約
（皮なし・最小径cm）

102.9 177.8 57.1

２機種合計（ﾜﾗﾀ・ﾎﾟﾝｾ）
： 短材247玉（ﾊﾟﾙﾌﾟ材含む）・長材39本

＜材長の精度＞

HVデータの精度（%）

材長 ９９．９

【生データ】
y = 1.0687x + 2.9888

R² = 0.9828

【補正後】
y = 1.0687x - 8.0112

R² = 0.9828
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＜ハーベスタ検知データの精度比較（mm）＞

〇 人力による検知とハーベスタの計測精度を比較検証

※校正作業実施後（キャリブレーション）

電子キャリパーを活用することで、一定程度の計測精度を担保

生産・流通管理



カラーマーキング機能の効果検証（全幹⇒短幹集材）（R5）

ICTハーベスタの機能（カラーマーキング）を活用したコスト削減の効果が不明課題

従来、グラップルを用いた全幹集材を行っている事業体にて、カラーマーキング機能を

活用した短幹集材を実施し、コスト削減効果を実証

9

【成果】 ・カラーマーキング機能を活用し、短幹集材とすることで、作業工程の省略・

待ち時間の短縮により【８３円/m3削減】

・カラーマーキングによる巻立作業のミス軽減により【７円/m3削減】の可能性

【今後の課題】 新たな作業システムに対する体制構築

取組内容

生産・流通管理
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バリューバッキング機能を活用した効果検証1/2
（経験が浅いオペレータ）（R2）

3.65m
32%

3.0m
23%2.2m

3%

パルプ材
42%

＜VB機能あり（本数割合）＞

3.65m
24%

3.0m
7%

2.2m
9%

パルプ材

60%

＜VB機能なし（本数割合）＞

3.65m

3.0m

2.2m

パルプ材(2.4m)

（i）経験が浅いOP 従来ハーベスタ（試験地A） ICTハーベスタ（試験地A）

採材方法 オペレータ判断 バリューバッキング機能

伐採した立木本数 37本 39本

総搬出量（採材本数） 14.7㎥（250本） 14.2㎥（221本）

パルプ材率 本数60%（150本）、材積40％（5.9㎥） 本数42%（94本）、材積26％（3.7㎥）

木材販売価格（推計） 7,215円/㎥ 7,709円/㎥（＋494円/㎥）

0

50

100

150
（千円） 木材販売額（推計）

106 109

従来HV ICT-HV
*37本と39本の比較

・パルプ本数割合が60%から42%に低減

経験が浅いオペレータが従来のハーベスタとICTハーベスタで作業を行い、木材販売価格を比較

・収益性 ：＋494円/m3

・採材を意識せず品質判断のみに集中できる

生産・流通管理
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バリューバッキング機能を活用した効果検証2/2
（ベテランオペレータ）（R5）

1.9m材, 

9.9m3, 15% 2.2m材, 

3.0m3, 5%

3.3m材, 

6.3m3, 10%P材（節）, 

32.3m3, 

49%

P材（腐）, 

13.7m3, 

21%

【VB機能なし】
1.9m材, 

12.6m3, 19%
2.2m材, 

1.5m3, 2%

3.3m材, 

4.9m3, 8%P材（節）, 

28.9m3, 

45%

P材（腐）, 

17.0m3, 

26%

【VB機能あり】

従来ハーベスタ ICTハーベスタ

立木・造材玉数 167本・115玉（P材込み：639玉） 128本・121玉（P材込み：523玉）

平均末口径 25.9cm(P材:18.1cm) 27.0cm(P材:20.3cm)

総材積 65.3m3 64.9m3

収益性 5,335円/m3 5,785円/m3（＋450円/m3）

＜搬出材積割合＞

同一条件
（林分・作業日・ベテランOP）

【ヒアリング結果（ICTハーベスタ）】

・径級精度に対する安心感
・採材提案による作業負担軽減
・人力検知作業の軽減

＜合板材＞
1番玉：26％
2番玉：14％
3番玉:   3%

＜合板材＞
1番玉：32％
2番玉：23％
3番玉:   3%

生産・流通管理

ベテランオペレータが従来のハーベスタとICTハーベスタで作業を行い、木材販売価格を比較

・高精度な径級予測を活用

・収益性 ：＋450円/m3



＜トラック運材＞

資源情報を組み合わせた生産・流通の取組概要
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③生産情報・予測の共有

【素材生産者】

③効率的な運材 ③デジタルデータ受入

【現場管理者】

【情報】
太さ・長さ・納品先など

【運材者】 【需要者（工場）】

リード
タイム
短縮

①UAVの活用や航空レーザ計測等により森林資源量を把握し、出材量を予測

②ICTハーベスタの機能を活用した検知省略などの効率的な造材・仕分け

③生産データを元に、SCMシステム（クラウド）で生産情報を共有、デジタルデータで取引

カラーマーキングなど
ICTハーベスタの機能活用

～EZOモデル～（生産・流通）

②③効率的な造材・仕分け

【管理者】 SCMシステム（各工程でデータ連携）
クラウドにデータを

アップロード

従

来

目
指
す
姿

①UAV等
②ICTハーベスタ

（CTL作業）

②カラーを活用した
効率的な椪積み

人力
（プロット・全木）

・人力検知（寸面記載）

・椪積み
ハーベスタ

積み込み

・人力検知
・積み込み

・荷下ろし
・人力検知

荷下ろし

＜資源調査＞ ＜検知・仕分け＞＜素材生産＞ ＜工場受け入れ＞

③デジタルデータの活用

①③資源把握

【発注者】

人力検知の省略

生産・流通管理
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円柱材,24m3, 1%
製材①, 257m3, 9%

製材②, 

162m3, 5%

製材③, 

224m3, 7%

製材④, 

231m3, 8%

欠点材, 

1116m3, 37%

パルプ, 

407m3, 

13%

バイオマス,

619m3, 

20%

燃料材から製材に移行

（30８円/m3収益性向上）

資源情報とハーベスタの生産情報を組み合わせた出材予測
（出材径級）（R6）

＜出材予測（主伐）の流れ＞

（３）デジタルデータでの商取引
（１）作業開始前

に資源把握

ICTハーベスタの生産データと
UAV計測本数から予測 実績

（12月23日）
ハーベスタの生産データ
（本数進捗率60％時点）

出材予測
（本数割合で算出）

立木本数 2,136本
３,８６３本

（UAV計測結果から）
３,６０６本

出材積 1,654㎥ ２,９91㎥ ３,０40㎥

一般材 1,075㎥ 1,944㎥ ２,０１４㎥

P材 579㎥ 1,047㎥ 1,026㎥

UAV等で

立木本数を把握

（3,863本）

（２）出材予測に基づく納入先の模索

出材積（m3）

径級（cm）

（１）資源把握結果 （2）出材予測

30cm以上
の大径材が想
定以上に出材
されるという

予測に基づき
新たな納入先
を模索

生産・流通管理
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【従来】林分毎の管理

リードタイム短縮

SCMシステムを活用することでリアルタイム
に出材状況を把握し、椪毎に運搬が可能に

SCMを活用したリードタイムの短縮（R6）

【実証】椪（グループ）毎の管理

造材が全て完了してから検知し、運材

スケジュール

結果
従来方法

実績

グループ① グループ②

素材生産 11/11～12/25 11/11～12/4 12/4～12/23 早めの
納品先向け
約1ヶ月短縮

※生産中に運材
⇒土場ｽﾍﾟｰｽ活用

⇒除雪軽減

完了検査
（検知・現地確認）

12月末 12/10 12月末

運材 1/13～2/14 12/10～12/20 1/13～1/31

納品・支払い 1・2月末締め 12月末締め 1月末締め

QRコード

（歩留まり向上、現場管理作業の軽減）

・キャッシュフローの改善

・納品期間 ： 約１ヶ月短縮

・等級落ち回避 ： ＋２５円/m3

・除雪作業の軽減 ： ▲２６円/m3

※実証地については町有林であることから完了検査後に運材を実施

生産・流通管理
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・人力検知後の納品伝票や土場検知伝票が作成されるまで出材量が分からず、

事業精算に向けては発注数量・金額の確定に時間を要する

・造林補助事業の申請にあたっても早期の出材積把握が必要

課題

実証地

取組内容 ・UAVで事前に把握した資源情報（立木本数）や、ICTハーベスタによるリアルタイム
の造材状況を組み合わせて出材量を事前に予測することで早期の数量確認

○樹種：トドマツ ○林齢：４１年生（列状間伐）

【造材ブロック分け】

（発注時）

標準地調査結果に基づきha当たりの出材積

（10m3単位）により設計・積算し発注

（出材予測）

全体の面積19.91haの内、先行して造材を行う

13.52ha（①ブロック）の造材完了時に②ブロックの

出材予測を実施

＜出材予測（間伐）の流れ＞

①ブロック

②ブロック

生産・流通管理 資源情報とハーベスタの生産情報を組み合わせた出材予測 1/2
（出材量）（R7）
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【成果】造材中に精度の高い出材量を把握することで、予算の確保や作業内容

の調整、早期の補助申請が可能に

実証結果

【課題】より早期の出材予測を行うため、出材予測を行うタイミングや

ブロックの分け方も含めて検討が必要

発注時

ICTハーベスタの生産データとUAV計測本数
（全体の立木本数：16,263本）から予測

実績
（2月6日）①ブロック

ハーベスタの生産データ
（本数進捗率70％時点）

１月２８日時点

②ブロック
出材予測

（本数割合で算出）

全体
出材予測

（本数割合で算出）

立木本数 24,684本 11,444本 4,819本 16,263本 －

伐採本数
8,141本
(33%)

3,166本
(28%)

1,333本
(28%)

4,499本
(28%)

4,199本

出材積 1,692㎥ 1,163㎥ 490㎥ 1,653㎥ 1,610㎥

面積 19.91ha 13.52ha 6.39ha 19.91ha 19.91ha

出材積 85㎥/ha 86㎥/ha 77㎥/ha 83㎥/ha 81㎥/ha

①ブロックと②ブロックのUAV計測本数割合と造材実績から算出

生産・流通管理 資源情報とハーベスタの生産情報を組み合わせた出材予測 2/2
（出材量）（R7）
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川上、川中の合意形成に向けた関係者による校正作業・計測精度の
現地確認、意見交換（信頼性確保）（R6～）

・デジタルデータ（寸面がない丸太等）に対する信頼度が低い

・ 原木の運搬・受入時に、径級等を見ながら、形質・材質等のチェックを行って

いるので、寸面がないと手間が増える

課題

計測精度の確認 山土場での形質・材質の
判断基準の確認

・川上・川中によるキャリブレーションの状況確認、計測精度の現地での確認

・形質・材質の判断基準や仕分け方法等について現地及び製材工場にて意見交換

キャリブレーションの
状況確認

工場での形質・材質の
判断基準の確認

【成果】 ・関係者間の合意形成が図られた

・一般材の等級落ち率が0.7％（731本中5本）と低位であった

【今後の課題】 意見交換等の継続によるさらなる信頼性確保

実証結果

取組内容

生産・流通管理
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カラーマーキング機能を活用した土場在庫管理
（２㎝括約ごとの色分け）（R6～）

製材工場では、寸面がないと挽き立て量管理などの在庫管理ができない課題

製材工場の土場で管理している椪積の区分に合わせてカラーマーキングを設定し、

２㎝括約別に色分け（製材工場からの提案）

川中側から
の提案①椪

・太さ14～18cm

②椪

・太さ20～22cm

③椪

・太さ24～28cm

【成果】 カラーマーキングの工夫により寸面が入っていない丸太でも受入可能に

【今後の課題】 造材・集材等の各工程で仕分けミスが起きないよう共通認識が重要

実証結果

取組内容

生産・流通管理
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人材育成（R7取組事例）

●キャリブレーション方法

●ハーベスタの設定方法

●SCMシステムの操作方法

●ICTハーベスタ造材現地視察の受入・意見交換

●他分野の技術等の活用：農業分野（運搬機械）、

IT分野（SCMシステム・GNSS機器）

●事例報告会等の動画サイト掲載：

視聴延べ37,000回以上

【川上】 【川中】

●素材生産者と工場の意見交換

（品等判断などの研修含む）

【全般】

●スマート林業の普及を図るためには人材の育成が重要

●デジタルデータによる原木取引の定着に向けては関係者の合意形成が重要

⇒研修

６地域

⇒研修

5地域

⇒２地域

生産・流通管理
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ICTハーベスタの基本設定マニュアルの作成

SCMシステムと連携したハーベスタの入力ルールの周知を図るため

動画による設定マニュアルを作成

（約13分）

生産・流通管理



今後の展開（SCMシステムの社会実装に向けて）

【商品パッケージ】
商 品 名 ：ウッドチェーンマネジメントサービス
商品構成 ：kintoneライセンス・アクセス権限×５※追加可
そ の 他 ：クラウド上のデータ（資源データのみ、売買情報・個人

情報は含まない）はEZO協議会で使用可能となる見込

【（株）北海道日立システムズ】
・システム開発・販売
・道内外におけるシステムの販売推進
（商社等グループ・単体契約等）

【EZOモデル構築協議会】
・団体として北海道日立システムズとSCM利用契約
・会員が利用するEZO-SCM管理運営
・EZO-SCM会員の募集
・取引は相対で実施
※将来的には、商社等への管理体制へ移行を検討

データはクラウド
上に蓄積

当面は協議会と北海道日立システムズがそれぞれSCMを普及

EZO-SCM

単体契約

A商社

B森組

本道の
流通形態に

対応

【相対取引による流通】 【商社等による原木流通】
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クラウド上の
データは協議
会で分析・活用

生産者 工場 生産者 工場

商社等

生産・流通管理
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今後の展開（生産・流通）

ICT・デジタルデータの活用

SCMシステム

合意形成
リアルタイムで生産情報の共有

需要に応じた素材生産（注文生産）

需要を予測した素材生産（見込み生産）

運用

生産情報の一元化

サプライチェーンの最適化

これまでの成果を踏まえ、継続的な取組・全道にデジタル林業を展開

供給先の選定

管理者として、流通の調整等を
担っている大手商社等を想定

生産・流通管理

安定的な素材生産・供給・受入体制の構築


